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ごあいさつ

芸術とは何か。ある人は「芸術とは、ある素材を用いて、それとはまったく違ったもの

をつくりあげることである」と表現したそうです。音楽に限らず文学、絵画、彫刻、演劇

など多くのものが素材を必要とします。しかしそれらは人の手によって芸術につくりあげ

られるとき、‘もどの材料とはまったく違った何かにかわってしまうというわけです。きょ

うご来場のみなさまも､いままでにたくさんの芸術作品に触れたなかで、材料の寄り集ま

りからそれが芸術に変化する瞬間を体験したかたもおられるのではないでしょうか。
私たちフイロムジカ管弦楽団のメンバーもその瞬間を求めて日夜練習に励んでいます。

きようの演奏のなかで、単純な音の集まりではない何かを感じていただければ、私たちに

とってこれほど嬉しいことはありません。どうぞ最後までごゆっくりお楽しみください。

京都フイロムジカ管弦楽団団長長岡武志

′のか少少か少少少少′少少ぬかぬの少少少少少少′少少〃少少少少の少少少少の少

京都フィロムジカ管弦楽団
第10回定期演奏会

－PROGRAMM－

メンデルスゾーン／「ルイ・プラス」序曲

FelixMendelssohn-Bartholdy(1809-47)/OuvertiirezuRuyBiasOp.95.

モーツァルト／交響曲第35番二長調「ハフナー」

WolfgangAmadeusMozart(1756-91)/SymphonicNr､35DdurK.385"Haffner"
I.AllegroconspiritoⅡ､AndanteⅢ､MenuettoⅣ､Presto

－休憩一

ブラームス／交響曲第3番へ長調

JohannesBrahms(1833-97)/SymphonicNr.3FdurOp.90
I.AllegroconbrioⅡ､AndanteⅢ､PocoAllegrettoIV.Allegro

指揮：池田俊

2002年1月13日（日）午後2時開演

京都府長岡京記念文化会館

楽譜協力：トヨタミュージックライブラリ、および兼田博氏個人所有のライブラリ

※携帯電話・ポケットベル・アラーム付き腕時計などの電源は必ずお切りください。
また、客席でのご飲食・喫煙はご遠慮ください。

※写真撮影・録音・録画はお断り申し上げます。

少少の少少か少少少少の少少の少少少少か少少少少少少少少のか少少か少少少少のみ



客演指揮者紹介

池田俊 (いけだしゅん
.薄"塾蕊選錘蕊目

兵庫県西宮市出身。大阪音楽大学附属

音楽高等学校から大阪音楽大学へ進み、

トランペットを斎藤広義、金石幸夫両氏

に師事。指揮を斎藤秀雄氏の指揮法教程

で研鎖を積む。1970年大阪音楽大学

卒業、第40回読売新人演奏会に出演。

その後ドイツのデトモルト国立音楽大

学へ留学。室内楽をヨスト・ミヒ蔀エル

ス、ビリー・ワルター、トランペットを

ヘルムート・シュナイデピント各氏に師

事。その間ケルン、ベルリン、ハンブル

グ、ハノーバ、デュッセルドルフ、ボンー

塞些侭懇
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またフランスのパリ等で演奏活動を行い帰国。

1995年に退団するまで､大阪フィルハーモニー交響楽団で20年以上にわた

って首席トランペット奏者として活躍。そのかたわら、大阪シュベルマー金管アン

サンブルを主催して指揮とトランペットを兼ね、その演奏活動が認められ、大阪文

化祭奨励賞・本賞を受賞。また大阪新音の新星演奏家として選ばれる。

1997年オーストラリアでのブリスベン国際プラス・フェスティバルに招かれ

クインズランド音楽院においてマスタークラスでのオーケストラの演奏法やソロ

の指導と共にコンクールの審査も努める。

1998年､関西フィルハーモニー管弦楽団を指揮して指揮者デ.ビューコンサー

トを開く。この演奏会で大成功をおさめ、豊かな音楽性をもつ才能ある指揮者！と

絶賛され、「神戸っ子」のブルーリボン賞候補に指揮部門でノミネートされる。以

来、関西における有能な指揮者として最も注目を集め、関西フィルハーモニー管弦

楽団、大阪シンフォニカー、ブルガリア国立室内オーケストラ、広島交響楽団、奈

良フィルハーモニー管弦楽団、エウフオニカ管弦楽団、兵庫交響楽団等で指揮。

アマチュアの分野においては八尾フィルハーモニー交響楽団､高知大学交響楽団

西宮市吹奏楽団、その他等で客演指揮者として招かれ貴重な存在となっており、今

後ますます活躍が期待されている。

大阪芸術大学非常勤講師（オーケストラスタディーの指揮＆トランペット）。



クラシックファンの皆様、また京都フイロムジカ管弦楽団ファンの皆様、こんにち

は。私は第5回定期演奏会の時に客演指揮者としてこの京都フイロムジカさんで指揮を

させて頂きました。あれから今回の第10回定期演奏会で指揮をすることに対して、感

謝とともに、また聴衆の皆様方に対してはこの京都フイロムジカ管弦楽団の成長した

姿（演奏）を存分に聴いていただきたいと思っています。

団員たちは何らかの職業、あるいは大学の学生として勉学に励んでいる方々の集ま

りです。メインであるブラームスの第3番シンフォニーは、管楽器はもちろんのごとく

弦楽器はさらにさまざまな苦労をしいられるシンフォニーとして有名です。さらにモ

ーツァルトのシンフォニーの第35番「ハフナー」は級密、かつ音色の違いをかもし出

すのに大変な曲だと感じています（プロでも大変）。こういった曲を彼らが選曲し演

奏するのですから私としては大変脅威に感じる次第です。

そういったことをふまえて考えてみれば、彼らの努力や音楽に対する考が以前よ琴

はるかに進歩したとしか思わざるを得ません。

私としても出来るだけ彼らの思いを大切に考え、少しでもより良いコンサートにな

るよう努力しなければならず、聴衆の皆様方に対しては彼らに対してさらなる応援を

していただきたいと思っています。

さらなる飛躍を11

池田俊

｢クラシック音楽の海外公演．国際交流
海外での公演・国際交流は、現地でのマネジメントが大切です。

弊社は日本のオーケストラの海外公演・国際交流を、真の意味で成功させて参りました。
海外公演・国際交流のお手伝いはおまかせください。

最近の海外公演実績

岡山県桃太郎少年合唱団ドイツ公演98年8月（レーゲンスブルク大聖堂他）
同志社毒…楽団ヨーロッパ公演198年3月（ミュンヘン・ヘラクレスザール他）

京都市民管弦楽団ヨーロッパ公演99年5月（ウィーン・ムジークフエライン大ホール他）

ひこねベルリン第九実行委員会99年12月31日（ベルリン・SFB放送大ホール）

ルーマニアトウルグ．ムレシユパツハ没後:250年記念音楽祭2000年5月（文化宮殿）
同志社拝交響楽団ヨーロッパ公演2001年3月（グラーツ・ステフアニーザール他）

ホームベージ:http://www.mitsuma.com/agent/oversea
協力会社:ルフトハンザドイツ航空会社、全目空、JTB、近謹日本ツーリスト、AIU保険会社

鮭)日本クラシック音楽事業協会会昌

僻） ミツマ。ミュージックプロダクツ
〒605-0009京都市:東山区＝冬通大橋東入ル大橋町102田中ビル5FT壱1，75々 61-1213Fax､O75-752-ggBg

草々

一一一一



曲目解説

メンデルスゾーン／「ルイ・プラス」序曲

当団のようなアマチュアオーケストラの演奏会では，1曲目にオペラや歌劇際の｢序曲」が

ラインナップされることが非常に多くなっていますbこれは演奏会の「序」の部分を担当して

いるからではなく，曲の長さ(10分弱)と適当な盛り上がり(映画の予告編と同様,劇中の“お

いしい”部分をメドレーにしたタイプが多いため)がコンサートというスタイルにうまくあて

はまるからであると思われますも

そのために劇としてはほとんど上演さｵU鏡収録されているCDの数も非常に少ないのに序

曲だけがたびたび演奏会に取り上げられるという曲力妙なからず存在しますb

本日お届けする「"ルイ・プラス”序曲」もそういった類いの曲ですもメンデルスゾーンが

29歳頃(1839年)の作品で，気に入らないシナリオであったにもかかわらずスポンサーのカラ

ミ(好条件)のために断るわけにはいかず,序曲だけを3日で仕上げたといわれていますb原作

はヴイクトル・ユーゴー。1947年には同じ戯曲を元に映画化もなされています(監督：ピエー

ル・ヴィヨ ン，脚本：ジャン・コクトー)。（Y､，F､）

モーツァルト／交響曲第35番二長調「ハフナー」

/hJHのせせらぎ､波の音、虫の声などにじっと耳を傾けていると心が落ち着いた気分になり

ません力もこれらの音は連続的であっても音間隔が厳密には一定でなく、不規則にずれていま

すbこの音の「ゆらぎ」が私たちに快適さをもたらしてくれるのですbモーツァルトにはこ⑦

ゆらぎがあり、聴いているうちに心が癒される感じがしますb今日はぜひ嘘されて」みてく

ださい。

数あるモーツァルトの交響曲のなかでこの曲を選んだ理由は､ひとりでも多くの団員にモー

ツァルトを体験してもらいたいという願いからですbこの曲をはじめて聴く人のために私なり

のイメージを各楽章に置いてみました。みなさまはいかがです力も

一楽章:結婚式場二楽章：サロン三楽章:舞踏会四楽章：フィナーレ

（曲目推薦者Hm.長岡武志



ブラームス／交響曲第3番へ長調

ブラームスが生涯に作曲した交響曲はわずか4曲だが､その4曲いず汁1,も甲乙つけがたし傑

作である。さらにブラームスの交響曲が偉大なのは、4曲それぞれが実に異なった個性を持っ

ていること焔苦悩から勝利へというきわめて劇的なストーリーを持った第1番、自然賛美に

満ちた美しい第2番､パッサカリアを導入するなど古典的な形式の枠の中で展開の妙味を見せ

る第4観そして、本日演奏する第3番は、ブラームスが最も自分自身に正直に書いた交響曲

と言えるかもしれなし＄冒頭の管楽器の旋律「F(ファ)-As(ラ#)"F(ファ)」は「自

由に、さらに、楽しく侭eiaberFr℃h)」という言葉から取られたと言われるが、そんな

ところからもブラームスが自由に思うままに書いた曲であることがうかがえる。

第3交響曲は決して盛り上がらない曲である｡爽快感ある大音量も無ければ鳥肌が立つよう

な極限の弱音も無い(チャイコフスキイがiyyY､から坪呼〃までの強弱記号を使っていたのと

同じ時代でありながら、ブラームスは〃から”までの強弱記号し力梗っていない)。4つの楽

章はいずれも静かな祈りの音楽で閉じられる。しかしながら、そうした静けさに満ちた外見の

裏側に、ブラームスならではの熱い歌が隠さている。

ブラームスは生涯に数多くの歌曲を作曲した歌の作曲家危そして、ブラームスが作る歌は

決して流麗ではないどちらかといえば無骨でぎこちなし＄しかしそれだけに、素朴な力強さ

と包み隠されていなb熱い気持ちとが伝わってくる。この第3交響曲に#殻1ﾉている歌も、そう

した素朴で無骨な歌だ〉

こうした「静かな祈り」と聯い歌」というブラームスの真心から湧き出た素材を交響曲に

まで昇華させているものは､彼の確かな作曲技術である。第2楽章での、遠くから聞こえてく

るような木管の静かなこだまを､第4楽章では最後の審判のラッパを思わせる恐ろしげな砲津

に変容させ､それを最後にはおごそかな祈りの歌へと湖上させてしまう途方も無い展開の榔侭

第1楽章の第1主題を、第4楽章の最後でかすかに匂わせる心憎い工夫bブラームスの歌の無

骨な魅力を一層引き立たせる、ハンガリー舞踊の影響を感じさせる荒々しく癖のあるリズムと、

ホルンやクラリネットやチェロの中・低音域を生かした渋い音色。こうしたさまざまな作曲技

法がちりばめられ、曲全体が緊密なつながりを持った説得力ある交響曲となっている。

本日は、ブラーム承の歌の中に秘められた熱い思いを､私たちの音楽にかける熱い思いに乗

せて客席までお届けしたいと思っていますb

(Tp・遠藤啓輔）



アンケートにお答えJ
～第9回定期演奏会(2001年6月3日)のアンケートから

本日は、京都フイロムジカの演奏会へようこそおいでくださいました。毎回たくさんの

方々がアンケート用紙に書いてくださる内容が一方通行にならないための一つの試みとし

てはじめましたアンケート回答に対する回答、今回で第2回目になります。前回（第9回定期
演奏会指揮：井村誠貴マリンバ独奏：永野貴子）でもたくさんの方から激励の言葉をい

ただき､団員一同感謝の限りです｡ぜひ今日の演奏会についてもご意見をお聞かせください。
われわれはかならずそのアンケートを読みます｡そして可能な限り次回以降の演奏会に活か

そうと思います。

注：総回答数72より抜粋

注：括弧｛｝は引用者が追記す。

<演奏について＞

＜＜前回曲目、シベリウス作曲「タピオラ」に関して＞＞

●19歳女性「パンフレットのイメージ（説明）でとても楽しかった」

●20歳男性「「目を閉じて・・・」と書いてあったのでホントに目を閉じていたらねむ－

くなって」

その他にも前回曲目のシベリウスについては、「パンフレットは読まなかったが、北欧の

森の雰囲気と分かった」「パンフレットのとおり目を閉じたら寝てしまった」という感想が

いくつもありました。パンフレットを読んでいただいているのも嬉しいし、読まなくても演

奏で伝える事ができたと言っていただけたのも嬉しいことでした。

＜＜前回曲目、クレストン作曲「マリンバ協奏曲」に関して＞＞

●60歳女性「ユニークな奏者、充分に楽しませていただいた」

●48歳男性｢初めて聞きました｡2000枚になろうとするCDコレクションにもありません｡」
クレストンのマリンバ協奏曲については､アンケートでも大半のかたから好評をいただき

ました。われわれの選曲のコンセプトは「知られざる名曲を見つけ演奏する」です。この曲

のように｢初めて聴いたがとても楽しかった｡」という意見を聞くととても嬉しくなります。
ありがとうございました。

＜＜前回曲目、ドボルザーク作曲、交響曲第7番に関して＞＞

●19歳男性「座る位置のせいかもしれませんが、チェロとビオラがやや力を欠いていた」

●21歳男性「ヴァイオリンがもっと出ても良かった。」

●24歳女性「ダイナミックで歯切れの良いクライマックスで良かったです。」

ドボルザークには管弦楽としてのバランスに問題があることを指摘された方が多くいら

っしゃいました。これからの演奏会ではもっとしっかり考えていくつもりです。弦楽器のメ
ンバーが少ないこともあり、管楽器のほうが響きやすいホールである事もあって、バランス

には苦労しています。

ですから、

●39歳男性「ブラIll弾かせてください。」

●22歳女性「初心者(Vn)でも入団できるのでしょうか？」

入団希望の方は、どんどん連絡お寄せください｡音楽の好きな熱意のある方は大歓迎です。



<演奏会の進行その他について＞

●29歳女性「観客席の明かりをもう少し落としてくださると音のほうに集中しやすい」
●29歳男性「演奏開始のブザーの音が不快です。」

ホールとの打ち合わせで相談してみます。でも、なんともならない場合はどうかご了承く

ださい。すみません。

●45歳女性「花束を渡す時、いかにも会場の関係者がわたしています、というのは少し考

えてみてもいいのじやないでしょうか？」

？！いえいえ、花束嬢はわれわれ団員かその友達です。「おざなり」にみえたのは、素人
故の舞台上の緊張です。でも、今回からは立ち居振舞いについて気をつけるようにしてみま
す。それでも緊張してたら、・・・

●21歳男性「JR長岡京からあんなに遠いとは」
●無記名「ホームページに、（略）演奏される曲の簡単な説明や（略）地図が載ってい
れば」

演奏会場へくるのに苦労される方が多いと知り、大変恐縮です。今回はチケットに簡単な
地図を載せ、ホールへの道中なんか所かに地図入りのポスターを張らせて頂きました。いか
がでしたでしょうか？

以上の他にも、演奏に関する厳しい御指摘、企画、選曲へのアドバイス、などたくさんの
ご意見をいただきました｡力不足で今回の演奏会ではその全てに対応できているとは言えな
いのですが、次回以降の演奏会に向かって改善できること一つずつ対応し、皆様が気分良く
演奏会に来ていただき、楽しんでいけるよう努力していきます。これからも京都フイロムジ
カ管弦楽団をどうぞよろしくお願いします。

京都市上京区寺町通今出川上ル表町31

tel:075-251-0724

fax:075-251-0726

定休日：月・火
営業時間：1:00p．m．－7:00p．m． §『雫議=穏鰯鰯握

httpV/www・violin-workshoD.com/
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フィロムジカの選曲について

京都フイロムジカでは､個性的なプログラミングをするために選曲についての様々なコン

セプトを設けています。その一番大きな柱が、2年に1回の割合で大曲を取り上げることに

し､それに先立つ演奏会でその大曲に向けての技術･表現力の向上につながる曲を演奏する、
というコンセプトです。

今年12月に我々はブルックナーの9番という大曲を演奏しますが､それに向けた技術向

上を目指すために、6月の演奏会ではフランクの交響曲を演奏します。ブルックナーとフラ

ンクはともにオルガニストとして活躍し、深い信仰心の証として交響曲を書いた、という共

通した音楽土壌を持った人だけに、この選曲は実に当を得たものと自負しています。

それではなぜ今回はブラームスなのか？ご存知の方も多いでしょうが､同じ時代に同じ

ヴィーンという町で後半生を送っていた（レストランで偶然出会すこともしばしばあったと

いう）この2人の作曲家は、音楽界の派閥争いでは敵対関係にありました。

しかし、そうした時代状況から離れて素直に音楽に耳を傾けてみると、二人の交響曲には

共通点が多いのにも気付かされます。賛美歌風の旋律を多用した禁欲的な作風、特殊楽器を

ほとんど使わないシンプルなオーケストレイション､外見的には保守的な4楽章の交響曲で

ありながら形式や和声面では前衛的ともいえるほどの個性を示していること、これらの共通

点を見出すにつれ、はからずも敵対せざるを得なかった2人を気の毒に思うと同時に、その

ような不毛な派閥争いに巻き込まれながらも決して腐ることなく偉大な作品を生みだして

いった2人の大作曲家に強い敬意を抱かざるを得ません。

さらに私は､ブラームスとブルックナーには一層深いところでの共通性があると感じてい

ます。それは、人間の「弱さ」への共感です。人間は自分の弱さを自覚したとき、内省的に
自分自身を見つめ、そして祈りを捧げることで救いを求めます。ブラームスとブルックナー

の音楽は、基本的に内省と信仰告白とによって構成されており（ブラームスは前者が、ブル

ックナーは後者が強いのですが）、「弱さ」というきわめて人間的なものが作品の基調にあ
るように思われるのです。

モーツァルトの神がかり的なひらめき、ベートーベンの豪快で力強い意志の力、そうした

天才たちの音楽を聴くことは実に素晴らしいことです。しかし、ブラームスやブルックナー

のように、「弱さ」を包み隠さず告白し、そうした弱さまでも肯定的に受け入れてくれる音
楽を聴くこともまた何物にも代え難い喜びを与えてくれます。

私たちはそうした深い部分での共感にまで至る演奏を目指しています。(Tp.遠藤啓輔）

′少少少少の少少少少の少少少少少のみの少少の少少少の少少′少少のみ少少少少少少

～編集後記～

メンバーのひとり、M君の言葉です。

“「フイロムジカ」っていう名前は、ムジカ、つまり音楽、を愛する、という意味だけれど、

僕たちはフィロムジカを愛しているから、フィロ・フィロムジカだね”

そうなのです。

私たちはみんな、フィロ・フィロムジカです。（ま）

ぬ少少少少少少少少少少少少少少か少少少少〃少少少少か少少少少少少少少〃少少少少



京都フィロムジカ管弦楽団
PhilomusicaOrchesterKyoto

Konzcrtmeister

天 淫天二郎

Violinen

天淫天二郎

飯田俊也

石田隆

上田松子

江口康子

小幡拓也

川島武士

木戸晶

千熊由紀子

津田和 子

津田篤太郎
西村浩 輔

藤本亜美

吉野仁子

磯貝文彦※
井上史※
大和田健介労
岡田秋※

佐々木詩織蒸
鈴木純※

中島円※

播本亜矢子※

吉田弘幸※

Bratschen

老川幸夫

河上由香里

篠崎淳

瀬尾倫代

長谷山智仁

平石美緒

松浦淳司
竹･歳環※

Violoncelle

小野田税

菊 地 涼

小松正明

多田進

奥田真里恵寿

星衛※

Kontrabasse

名坂美香

井上ゆか※

山岸寛志※
吉岡佳名子※

Floten

江藤佳美

逸見正憲

松村朋美

Obocn

鈴木さや手
鈴 木 俊 哉

Khuinetten

田中慎一郎

野田瑠美

宮 城 悟

Fagotto
塚 田 英 城

仙|崎和男※

(Kontrafagotto
林 美 智 子 ※

Honor

芦原俊平
木下洋輔

坂口裕志

長 岡 武 志

名取良

安田聖

吉野文彦

Trompeten
遠藤啓輔

渡辺美智子

Posaunen

宮下秀行

池田えり子※

宇佐見勝也※

Panken

永野貴子

中原登※

※印：客演奏者

顧問

和田之宏

団長

長 岡 武 志

副指揮者柴田兼

1974年4月21日、京都市生まれ。トランペットを八木茂夫、宮村聡の各氏に師事1974年4月21日、京都市生まれ。トランペットを八木茂夫、宮村聡の各氏に師事。1995年より、指揮

を佐渡裕氏に師事。オーケストラの指揮者として活躍するほか、滋賀県立びわ湖ホール主催・青少年

オペラシリーズなど、オペラの副指揮者としても活動。現在、近衛室内管弦楽団常任指揮者、大阪大

学交響楽団トレーナー。滋賀県立びわ湖ホール「青少年オペラシリーズ」音楽スタッフ。

弦トレーナー吉野美穂

京都市立芸大卒。ヴァイオリンを木村直子、岸辺百百雄、室内楽を種田直之、河野文昭、久合田緑

の各氏に師事。

管ト レ ーナー山崎雅夫

京都大学卒。京都大学交響楽団金管

ス、M.アンドレの各氏に師事。

打楽器トレーナー。トランペットをC・マクベス、A.ハーゼ

木管トレーナー片寄伸也

大阪教育大学卒業。シュトットガル卜音楽大学、トロッシンゲン音楽大学各大学院終了。現在、フ

リーランスのファゴット奏者として在阪のオケなどにて客演奏者を務める傍ら、ソロ・室内楽の分野

でも活躍中。



京都フィロムジカ管弦楽団からのお知らせ
′九九九九少少少少かノノヵノ′力少少少少か少少′少少少少〃ぬ少少′少少かノノノ少少_身

今後の演奏会のご案内
第11回定期演奏会

2002年6月2日（日）午後1:00開場午後2:00開演

京都府長岡京記念文化会館

フランク／交響曲二短調

バターワース／シュロツプシャーの若者

高田三郎／山形民謡によるバラード

指揮：高谷光信

第12回定期演奏会
2002年12月8日（日）午後1:00開場午後2:00開演

京都コンサートホール（大ホール）
ブルックナー／交響曲第9番二短調ほか

少少少少少少か少少少少か少少′′少少少少少少 少 少 》 ′ 少 少 か 少 少 か ′ か 少 少 か 少 少 か 少 夢

新入団員随時募集中
募集パート：ファゴット、トロンボーン、オーボエ、トランペット

バイオリン、ビオラ、チェロ、コ ントラバスなど

※管楽器はオーディションがあります

※コントラバスは団所有の楽器があるため、楽器に関しては相談に応

じます。

詳しくはお問い合わせください

tel090-8163-4626(フイロムジカ受付用電話

e-mailphiIo_recruit@artdam.uji・kyoto・jp

少，少′少少少少′少少，ノノノノノノノ少少’少少少少少少少少′少少〃少少少少少少かぎ享

賛助会員随時募集中
フィロムジカの活動に協賛してくださる方を募集しています。

＜特典＞

年2回の定期演奏会にご招待。

会報にて演奏会などのご案内をします。

その他

く年会費＞

個人会員：4000円／1人

Jr・会員（高校生以下):2000円/¥人

′少少，少少ﾉ>′少少少少，′少少の′′少少′少少〃か′少少少少少少か少少少少′少少一

京都フィロムジカ管弦楽団ホームページ

http://www.artdam.uji.kyoto・jp/philo/


